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研究成果の概要（和文）：  本研究では、青年期における絵画表現の危機を克服することを目的とした。その原
因の一つを写実表現の未達成感と仮定して、描画材を段階的に使用する過程において、題材観察によって得られ
た知覚と表現を意識化することにより、自己表現の肯定感を高めることを解決策とした。
  実践研究においては、色鉛筆、アクリル絵具、油絵具を段階的に併用する高校生対象の授業試案を教材開発し
て、芸術系高等学校で実践研究を進めた。その結果、油絵具の使用は、芸術系高等学校では効果があるが、普通
科高等学校の美術１を対象とした場合、実施に必要な時間や技法の専門性においての課題が確認できた。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study was to overcome the crisis of pictorial 
expression among the adolescents. The solution was to increase the sense of affirmation of 
self-expression by making the students aware of the perception and expression obtained through 
observation of the still life in the process of using painting materials in stages.
   In the practical research, a trial lesson plan was developed for high school students using color
 pencils, acrylic paints, and oil paints in stages, and practical research was conducted at an art 
high school. As a result, we confirmed that the use of oil paints was effective in art high schools,
 but that there were issues regarding the time required for class implementation and the expertise 
of the techniques used when targeting Art 1 in general education high schools.

研究分野：芸術実践論・教科教育学

キーワード： 絵画技法　美術科教育　絵画表現

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 　本研究の学術的意義は、絵画専門教育と美術科教育学の架橋的研究を実践したことにある。その成果とし
て、絵画表現における材料特性や技法を、受講者の知覚と表現に関連付けることにより授業試案を教材開発でき
たことにある。また、その授業試案は、幅広い表現欲求に対応可能にするため、２種類の授業試案で構成した。
　社会的意義としては、高等学校の授業や部活動で実施可能な条件を満たし実践研究を進めたことや、公開研究
会の実施とその報告書を高校教員に送付することにより研究成果を情報共有できたことにある。その情報共有
は、高等学校美術授業への描画材の段階的併用技法導入につながり、青年期における表現離脱克服の一助にな
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、現在まで広義のミクスト・メディアを研究領域として、作品制作と研究を
進めたが、美術表現と表現媒体選択の研究成果を美術教育に還元するために、中学から高等
学校美術教育において使用頻度の高いアクリル絵具と、絵画表現の歴史上最も多く使用され
た油絵具を段階的に使用する描画法の教材開発に 2016 年度より着手し、大学生を対象に制作
実験を試みた。そこから導き出された研究の根本的概念は『青年期の表現分野の学びにおい
て、「観察して描くこと」が、制作者の創造性の伸長に寄与するのか』であった。その問いの
解決のために「美術教育における観察による表現は、制作者の創造性の伸長に有効である」
という仮説をたて、その検証実践の場を、高等学校の美術教育現場とした。特に美術に興味
がある青年期の生徒が表現意欲を失わずにその危機を乗り越えることを可能にする①［観察
表現に適した題材選択と環境モデル］②［観察表現に適した技法と表現媒体モデル］につい
て考察と研究実践を進めた。 

 
２．研究の目的 
本研究は、青年期に見られる写実的表現欲求とその未達成感から生じる絵画表現離れを乗
り越えるための表現方法の実践研究である。特に中学校美術（必修）から高等学校美術（必
修・科目選択）における絵画表現題材および材料の連続性と発展性を考慮するとともに、美
術部活動の絵画表現導入として、創作活動に関わる青年期の危機を乗り越える一助になる表
現方法と材料選択の考え方を研究する。具体的には、高等学校美術における観察表現の学習
に、描画材の段階的併用技法導入のための授業試案を創出してその有効性を検証する。 

 
３．研究の方法 
研究の方法は、高等学校研究協力校における実践研究とした。事前研究で開発した授業試
案をティームティーチングで実施して、映像記録とアンケートを実施した。アンケート調査
と研究協力教員との協議により授業試案を美術Ⅰにおいて実施可能にするための課題を解決
して改良を重ねた。あわせて、高等学校における観察表現に描画材の段階的併用技法導入に
関する有効性を検証した。研究方法の詳細は、図 1及び以下のとおりである。 

（1）2020 年度実践研究 
現在までの研究と実践をもとに、大学と高等学校研究協力校において以下の①〜④を
実施した。①授業試案１を実施。②研究協力校美術教員からのヒアリング・対象生徒へ
のアンケート実施。③成果作品の展覧会実施。④ 授業試案 2の提案・実施。（検証項目:a 
有色地題材台、b 異種素材題材、c 有色地塗り、d 転写、e 白色鉛筆白色浮出、f アク
リル絵具と油絵具の段階使用、g 絵具の半透過層による重層効果［以下、グレーズ］） 

（2）2021 年度実践研究 
2020年の研究結果をもとに以下の①〜③を実施した。①2020 年度実践結果をもとに
改善した授業試案 2の実施。②授業試案 2の教育現場実施可能性検証を含めたアンケー
ト調査。③実施対象の拡大調査。(検証項目:a 実施時間、b 支持体サイズ、c 授業実施
可能性、d 部活動内実施の可能性、e 技法や素材の課題把握） 

（3）2022 年度実践研究 
2022 年度は、研究のまとめと研究内容の普及に努め、大学美術教育学会での研究発
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表や、公開研究会の開催及び報告書の県内高等学校美術教員への配布を実施した。 
 
４．研究成果 
（1）実践研究の実施結果 
実践研究は、図 2通り実施した。研究協力を県内に 3校に依頼して、美術専門、美術
Ⅰ、美術Ⅱ、美術部活動で、授業試案 1、2を実施することができた。また、対象実験資
料として、絵画制作経験の豊かな一般美術愛好者を対象に、授業試案２を実施後、同じ
アンケートを実施して検証資料とした。 

（2）アンケート結果の総括的な評価 
描画材の段階的併用技法を導入した授業試案実
施に関わるアンケート結果の総括的な評価は、「観察
表現に関する興味」の質問に対して、「興味が増した」
回答した受講生は 76%であった。(図 3)「題材の観察
力向上（ものの見方）」についての質問に対して「向
上した」と回答した受講生 77%であった。(図 4)「観
察表現における表現力向上」の質問に対して「向上
した」と回答した受講生は 72%であった。(図 5)総括
評価として全ての項目で 70%以上の回答があり授業
試案の教材自体の総括的評価は高い評価を得た。 
(3) 知覚と表現の関係（自作の客観視）に関するアンケ
ート調査 
受講者の本質的な資質能力の伸びを確認すること
を目的に、受講者自身が制作を通じて、知覚と表現の
関係性をどのように実感しているかを確認する質問
方法で、2019 年より画材を段階的に使用する機会に準
じ、自作を客観視するアンケートを開始した。（図 6、
7、8、9） 
①図 6「デッサンの転写時における形態や配置につい
て客観視」の質問に対して、70%の受講生が「形態や
配置（構図）について客観視できた」と回答した。 
②図 7「グレーズ時における作品の奥行きについての
客観視」の質問には、69%の受講生が「グレーズ表現
の過程で奥行きや空間を客観視できた」と回答した。
これは、画面の全面に半透過層絵具の重層により、
一時的に画面上の背景と題材の明度差が弱まること
により空間的均衡が生まれる。その状態に再度白色
浮出を加えることによって前後関係や空間を表現す
ることに関する質問である。 
③図 8「有彩色グレーズによる微妙な表現に関わる客
観視」の質問に、68%の受講者が「題材の明暗や色彩
が観察できた」と回答した。有彩色グレーズにより
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半透過性色彩層の重層により、明度や彩度が低下す
る場合があるが、再び部分的な白色浮出を施すこと
により、明度や彩度を上げることも可能である。その
グレーズと白色浮出を繰り返す描画行為がもたら
す、観察力の伸長に関する質問である。 
④図 9 は「白色浮出により自分の作品の立体感や存在
感を客観的に観察することができたか」の質問に 80%
の受講者が「観察することができた」と回答した。こ
れは、白色浮出をする際に、題材の明部の変化や立体
の構造性を意識した観察と表現を往還することによ
り、立体感をはじめ、言語化し難い存在概念を、物と
の接地面の強い影や反射光を意識することにより観
察可能になったかを確認する質問である。 

(4) 実践研究結果のまとめ 
①高等学校美術において実施可能な描画材の段階的併
用技法による授業試案の開発 
a 図 10 授業試案１は、色鉛筆・アクリル絵具・油
絵具の段階的併用技法であり、絵画の専門教育
に成果を上げた。（図 11） 
b 図 12 授業試案 2 は高等学校での開講が一般的な
美術Ⅰの授業実施を想定して、美術教員対象アン
ケート調査を実施して改善項目の根拠とした。
その結果、実施時間短縮や費用を含めた教材準
備改善の意見があったことから、油彩によるグ
レーズ表現をアクリル絵具のメディウムで代替
することにより、色鉛筆とアクリル絵具の段階
的併用に絞った授業試案２を開発して授業実施
した。(図 13) 
c 実施対象を美術Ⅰ、美術 2受講者、美術部員、一
般美術愛好者と拡大して実践研究を実施した結
果、高校生を対象とした受講者アンケート調査か
らは、技法や用具・材料評価に課題が残ったが、
教材としての全体評価や受講者の知覚と表現に
関する評価は高いことが確認できた。 

②アンケート調査による授業試案 1、2 についての課題
解決と有効性の検証 
実施対象や実施人数等様々な条件下で有効性を確
認した。 
a 授業試案 2 は、40 人程度の集団において 12 時間
で実施可能な授業試案を目指したが、実施したア
ンケート結果からは、少人数で想定より長い時間
での実施環境において高評価であった。 
b 美術部等の絵画制作経験がある集団においては、想
定時間より短い時間で効果が上がった。 
c 自作の客観視についてのアンケート実施結果から、描画材を段階的に併用するこ
とにより、制作者が知覚と表現の関係性を意識していることが確認できた。 

③公開研究の実施 
公開研究会開催によるアンケート結果や資料の検証を目的に、描画材の段階的併用
技法導入に関する公開研究会を実施した。授業試案の実施に参画した 4 名すべての研
究協力教員をパネリストとして、アンケート調査結果や作品写真を検証した結果、授
業試案 1、2 について、その有効性と課題が確認できた。あわせて、協議においては、
授業試案の実施が青年期における絵画表現離脱を克服する一助となることも確認され
た。 
④公開研究会報告書の配布 
公開研究会報告書に研究のまとめとパネリストの発言をまとめ、岩手県内高等学校
美術教員に送付することにより情報の共有を図った。 
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＊本報告書に掲載した図 1〜13 は、第 61回大学美術学会「高等学校における絵画表現に関する

実践研究報告－描画材の段階的併用技法の導入について－」および『岩手大学アートフォーラム 

アートスクール 2022 絵画「高校生と絵画表現」高等学校における描画材の段階的併用技法の導

入に関する公開研究会報告書』において使用したデータを再掲載したものである。 
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